タバコに関する注意
　　　タバコの害は、喫煙者本人だけでなく，受動喫煙で周りにも迷惑をかけます。広島大学も「広島大学受動喫煙防止宣言」をしています。体への影響は，肺がんだけでなく，さまざまながんを発生しあすくします。それは，タバコ含まれる化学物質が約4000種類，その中には多くの有害物質や約60種類の発がん物質があるからです・それらは，肺から血液に入り，全身に及びます。見えないところで全身に害を運んでいるのです。また，若年成人の喫煙は，ニコチン依存状態になりやすいと言われています。やめられずに悩むのではなく，始めから吸わないという気持ちを大切にしてください。

なお，広島大学では，2019年12月末までに全キャンパスにおいて，喫煙場所を廃止することとしていますので，現在喫煙されている方は気をつけてください。

※霞キャンパスは，2018年3月末をもって，全面禁煙となっています。
